
　

当
委
員
会
は
、
８
月
７
日
に

榛
東
村
を
視
察
し
、
村
が
誘

致
に
成
功
し
た
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

榛
東
ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク
に
つ
い

て
、
そ
の
経
過
及
び
今
後
の
波

及
効
果
な
ど
を
調
査
し
た
。

　

小
さ
な
山
間
の
自
治
体
で
あ

る
榛
東
村
が
、
な
ぜ
世
界
に
冠

た
る
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
事
業
誘

致
に
成
功
し
た
の
か
。

　

原
動
力
の
一
つ
は
、
日
常
の

情
報
収
集
能
力
の
高
さ
で
あ

り
、
正
確
な
分
析
と
対
応
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
は
執

行
と
議
会
、
村
民
の
迅
速
な
意

思
統
一
が
誘
致
に
成
功
し
た
要

因
で
あ
る
。

●
立
地
と
場
所

　

榛
東
村
は
、
山
間
地
で
あ

り
、
必
要
と
す
る
の
は
平
坦
な

５
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
土
地
で

あ
る
。
そ
の
確
保
は
容
易
で
は

な
か
っ
た
が
、
標
高
１
０
０
０

メ
ー
ト
ル
の
ゴ
ル
フ
場
跡
地
に

決
定
し
た
。

　

村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
民
間

企
業
の
支
援
を
受
け
、
整
備
で

き
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

最
大
出
力
２
４
０
０
キ
ロ

ワ
ッ
ト
、
パ
ネ
ル
数
１
万
枚
が

整
然
と
並
ぶ
さ
ま
は
壮
観
で
あ

り
、
今
後
の
可
能
性
を
信
じ
た

い
。

　

玉
村
町
で
も
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
へ
の
端
緒
と
し
て
参

考
に
し
た
い
。
電
気
料
金
値
上

げ
に
伴
う
町
民
負
担
を
少
し

で
も
軽
減
す
る
た
め
に
も
、
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
に
つ
い
て
検

討
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。　
　
　
　

　

当
委
員
会
は
、
８
月
20
日
に

埼
玉
県
上
里
町
を
視
察
し
、
上

里
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
周
辺
地
区

の
整
備
事
業
の
概
要
に
つ
い
て

調
査
し
た
。

　

高
崎
・
玉
村
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
︵
仮
称
︶
が
平

成
25
年
度
に
も
完
成
予
定
の
関

越
自
動
車
道
と
、
平
成
26
年
度

全
線
開
通
予
定
の
東
毛
広
域
幹

線
道
路
の
交
差
地
点
周
辺
の
開

発
を
話
し
合
う
た
め
、﹁
玉
村

町
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
区
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
﹂
が
設
立
さ

れ
た
。

　

町
は
、
交
通
の
利
便
性
を

生
か
し
て
企
業
誘
致
を
軸
に
開

発
を
進
め
る
考
え
で
あ
り
、
こ

れ
を
受
け
、
当
委
員
会
は
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
開
発
の
先

進
地
で
あ
る
埼
玉
県
上
里
町
を

視
察
し
、
整
備
状
況
を
調
査
し

た
。
上
里
町
で
は
、
関
越
自
動

車
道
上
り
車
線
側
に
産
業
団
地

や
農
村
活
性
化
施
設
︵
物
産
館
・

農
産
物
直
売
所
等
︶
を
建
設
。

下
り
車
線
側
を
産
業
団
地
と
し
、

関
越
自
動
車
道
と
の
連
結
接
続

方
法
と
し
て
上
下
線
に
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
整
備

す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　

玉
村
町
で
は
、
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に

﹁
道
の
駅
﹂
や
﹁
農
産
物
直
売
所
﹂

な
ど
を
置
い
た
複
合
的
な
集
客

施
設
の
建
設
、
ま
た
、
企
業
誘

致
に
向
け
て
協
議
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
だ
が
、
農
振
除
外
・

農
地
転
用
等
、
課
題
も
山
積
し

て
い
る
。
東
毛
広
域
幹
線
道
路

や
高
速
道
路
の
建
設
が
進
む
現

状
を
踏
ま
え
、
広
域
交
通
基
盤

を
生
か
し
、
こ
れ
ら
を
起
爆
剤

に
町
の
活
性
化
、
住
民
の
利
便

性
に
向
け
努
力
を
期
待
す
る
。
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高崎・玉村スマートインターチェンジ
（仮称）周辺の風景

敷地面積４万 9000 ㎡のメガソーラー発電所

７
月
か
ら
稼
働
し
た
榛
東
村
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

誘
致
成
功
の
経
緯
と
、
そ
の
効
果
を
調
査

総
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常
任
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通
の
利
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を
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町
の
活
性
化
を
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当
委
員
会
は
、
９
月
10
日
に

委
員
会
を
開
催
し
、
総
合
運
動

公
園
と
社
会
体
育
館
の
施
設
概

要
及
び
利
用
状
況
に
つ
い
て
調

査
し
た
。

　

玉
村
町
の
総
合
運
動
公
園

は
、
昭
和
62
年
に
１
億
２
０
０

０
万
円
を
か
け
て
建
設
さ
れ
、

現
在
の
年
間
利
用
者
は
７
万
人

前
後
。
陸
上
競
技
場
、
野
球
場
、

サ
ッ
カ
ー
場
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
有
料
施

設
で
あ
り
、
年
間
１
２
０
万
円

ほ
ど
の
利
用
料
が
あ
る
。

　

社
会
体
育
館
は
、
昭
和
56

年
に
９
億
円
を
か
け
て
建
設
。

ア
リ
ー
ナ
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
の
年
間
利
用
者
は
７
万

人
程
度
で
、
ピ
ー
ク
時
の
10
万

人
に
比
べ
減
少
し
て
い
る
。

　

総
合
運
動
公
園
は
、
25
年

が
経
過
し
て
お
り
、
ト
イ
レ
や

管
理
棟
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

　

特
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
ま

だ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
コ
ー
ト
で

あ
り
、
膝
へ
の
負
担
等
を
考
え

る
と
、
人
工
芝
へ
の
改
修
が
早

期
に
必
要
で
あ
る
と
感
じ
る
。

　

社
会
体
育
館
も
、
建
設
か

ら
30
年
が
経
過
し
、
ト
イ
レ
や

シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
な
ど
の
水
回

り
は
傷
み
が
激
し
い
。
施
設
全

体
が
清
潔
に
保
た
れ
、
だ
れ
も

が
快
適
に
気
持
ち
よ
く
利
用
で

き
る
よ
う
、
今
後
と
も
計
画
的

に
整
備
を
進
め
て
ほ
し
い
。

　

総
合
運
動
公
園
は
指
定
管

理
者
へ
の
移
行
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
施
設
の
適
切
な
維
持

管
理
と
あ
わ
せ
て
管
理
経
費
の

縮
減
も
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

　全国市町村国際文化研修所（滋賀県大津市）で

行われた市町村議会議員特別セミナーに、８月２

日、３日の２日間、４名で参加してきました。

　内容は「地方財政の課題と方向性」、「震災復興

と地域の役割」、「これからの地方議員のあり方」と

「支えあいのまちづくり」の４つでした。

　講師は東京大学名誉教授で地方財政に詳しい神

野直彦先生、東日本大震災の復興計画に携わった

五百旗頭真先生、地方自治がご専門の佐々木信夫

先生、宝塚市の中川智子市長と、各テーマの専門

家４名から貴重なお話を聞くことができました。

　また、２日の夕食時に、セミナー参加者の交流

会が行われました。このセミナーには、北は北海

道から南は沖縄県まで全国の市町村議会議員が参

加しており、全国各地の状況を聞いたり、意見交

換をすることができました。

　内容は、具体的な事例というよりも、理論的、

総体的な内容のものや中央で進められている地方

分権・地方財政改革の動向などでした。直接日々

の活動に役立つというよりは、考え方、事案等に

関する一つの判断基準として意義のあるもので

あったと思います。

　より幅広い視野を持った議員になれるよう、今

回のセミナー参加を生かしていきたいと思います。

総合運動公園のテニスコート

運
動
公
園
施
設
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

　
　
　
　

改
修
を
図
り
、
健
康
振
興
を

文
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福
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今後の地方行政や議員の役割を考える

８月２日・８月３日 　市町村議会議員特別セミナー


